
無い

iF有
る著1 ll

ある特定の状況で、急に激しく泣くなど、表情や態度が

変化することがある

些細なことでびくびくして不安そうにする

急に泣き出して止まらなくなる

普通以上に怖がる特定の人や物や場面がある

夜泣きが激しい

感情の起伏が激しい

ひとりで遊んでいることが多い

以後の設間において、お子さんにとって特別な存在である大人 (担当職員やその他職員)のことを「特別な大人」と称

します。もしそのような「特別な大人」がいない場合には、担当職員を対象としてお答えください。

と,キヤ
'お

字さ″φ朧攀中籾行動から以薄ゆ1蝋う驚様薪器軍榔糊 かが官:■・11111:i::織職騨Vキ午||1 1‐:1鶉島事驚嗅|ぶ辮:

年齢

有る  薯:  栞野
能

たま

無い  に有

る

表情が乏しい

大人と関わろうとしない

10 「特別な大人」に対していい子ぶる、外面がいい

生き生きとしている

友達と仲良く遊ぶ

慰められてもなかなか気持ちが落ち着かない

ちよつとしたことで怖がつて自由に遊ばない

「特別な大人Jに抱かれていてもミ遠くをボーつと見て

いる

突然固まつて、ぼ一っとした表情をする

嫌なことがあつたとき、怖い時:痛みを感じたときに、

固まつてしまったり、凍り付いてしまう

いつもいらいらしている

遊びに集中できない
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鶴
離
和
能

る有離
疇
る

盤
小

よく

有る

悲しそうにしている

21 実顔が少ない

22 凍りついた目あるいはうつろな目をしている

大人がいても自分で危険な行動をとる

rililil,

年齢

的に

不可

有し

く

る

ょ

有
る有麓

哺
る

銀
い

人のものをとつたりする

25 ぐずることが多い

床や壁に自分の頭を打ち付けることがある

27 すぐに激しい泣き方になる

1■ |:お子さ
～

I主以ヽ のようが状潟が見られますが

'繁

齢̈ ボじヽ縮われる事柄1甚ついて1ま「■1とお答え機 いJ1111

たま

無い  に有  有る

る

輸
雌
利
能

く

る

ょ

有

ある特定の状況で、急に激しく泣くなど、表情や態度が

変化することがある

ある特定の状況で、こちらとかかわらなくなってボーっ
としていること力ぐある

急に泣き出して止まらなくなる

親が「出来ていた」と言うことでも出来なくなつているこ

とがある

寝つきが悪い

周囲に対して攻撃的である

以後の設間において、お子さんにとつて特別な存在である大人(担当職員やその他職員)のことを「特別な大人」と称

します。もしそのような「特別な大人」がいない場合には、担当職員を対象としてお答えください。

拳:|が尋出の普
=の

行動から以下0彗邁器詳が職 すがギ
=||ギ

1111‐ ■'「 |ザ:I卜
:

たま

無い  に有  有る

る

IⅢll■ 1li l:,■ 11,:i:

年齢

よ〈  的に

有る  不可

有ヒ

表情が乏しい

嫌なことがあつたとき、怖い時、痛みを感じたときに、
「特別な大人」に近づいて慰めを求めようとせず、固ま
つてしまう
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年齢

的に

不可

能

く

る

ょ

有
る有

嫌
晴
る

無い

「特別な大人」に対していい子ぶる、外面がいい

10 危ないことを平気でする

表情が明るい

「特別な大入」の言うことを素直に聞く

慰められてもなかなか気持ちが落ち着かない

すぐに「特別な大人」に頼る

依存心が強い

大人に気に入られようと可愛い子ぷる

誰にでもべたべたしてくる

ちょっとしたことで怖がつて自由に遊ばない

「特別な大人」に抱かれていても、遠くをボーっと見てい
る

突然固まつて、ぼ一っとした表情をする

嫌なことがあったとき、怖い時、痛みを感じたときに、固  1   ,   3
まつてしまつたり、凍り付いてしまう

「特別な大人」を困らせるような行動を多くとる

過度に警戒している

常に緊張している

いつもいらいらしている

遊びに集中できない

悲しそうにしている

笑顔が少ない

年齢不相応に動きが少ない

凍りついた日あるいはうつろな目をしている

31 目をあわせて笑いあうことが少ない

自分から甘えてくることが少ない

甘え方が下手である

34 次々に別の大人を求める

35  視線を合わせることが少ない

ちょつとしたことで回まってしまう

「特別な大人」を求めてくるがすぐに他に向かう

「特別な大人」を求めていながら、ちょっとした事で避け
てしまう

ひとりの大人と集中して遊べない

特定の大人との強いかかわりができない
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|ll::=II:,1111キ
i:■二11■ 111:||::1:二

'||「

清√1,111:):I:

無い
  ちF  

有る  JΣ

;1:i:iょ |:

年齢

的に

不可

能

人のものをとつたりする

友達と仲良く遊ぶ

気分や感情が急に変わる

ミルクや食事の量や速度にムラがある

活動が激しい時と遅い(おとなしい)時があり、一定しな
い

興奮するととめることが出来ない

気に入らないと通常以上に激し〈泣〈

泣き出すとなかなか止まらない

ぐずることが多い

かんじゃくが多い

かっとなると暴力的になる

一つの行動から他の行動への切り替えがうまくいかな
い

234n

大きな音を怖がる

大きな声で話す傾向がある

注射などを極端に嫌がる

転びやすい

不安定な場所を好む

ボール投げが年齢相応に出来ない

危険を顧みず、高いところに上ったり、飛び降りたり
する

すぐに激しい泣き方になる

他人をもののように扱う

その場にあったことと表情が一致していない

友だちにやさしい

ルールが守れない

よくけんかをする

友だちに暴力を振るう

人のものをとつて自分のテリトリーにためておく

小さい子に暴力を振るう

大人の言うことにことごとく反抗する

他の子をいじめる

力の強い子に支配されやすい

想像力が豊かである
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軸
雌
和
能

く

る

ょ

有
る有麟

麟
る

無い

力の強い人と弱い人に対する態度が全く違う

74  年齢不相応に性的な言葉を発する

75  汚い言葉を多用する

ものの扱いが乱雑である

非常に衝動的な行動をする

ストーリーのある遊びができる

集中力がない

遊びが次々に変わる

81  ままごとを楽しくできる

充足されている     ほとんど充足されている   あまり充足されていない    充足されていない

4      :        .3                2

※問 24で 2または1を選択した場合にのみお答えください。

1.身の回りのケア                  2.愛 着形成、コミュニケーション

3.学習支援                   4.個 別指導・面接

5.専門的な心理ケア                6.専 門的な医療ケア

フ.自立支援に関するケア(就労、進学、自活等)    8.家 族再統合に向けてのケアやファミリーソーシャルワーク

9.関係機関との連携               10。 その他 (                   )
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1憾
い

期
r

I'1当該月菫酔 の習慣ill二雛曇聾てはまなど|ろ可コ障二
'夕

“

く増ぎ111

華1:|1当該児童の朝0日覚ゆ鮮ついて当:セ|ざきなもφが有れI彙橿)==ツクよ だヽさいも :11● :`:

1.ほとんど

いつも

(5～ 7日 /1E)

2ときどき

(2～ 4日 /週 )

3.まれ

(1日 /週か

それ以下)

4無い又は

年齢的に当て

はまらない

5.不明

寝る時刻になっても寝床に入るのを嫌がる □ □ □ □ □

一人で寝るのを嫌力ぐる □ □ □ □ □

暗い部屋で寝るのを怖がる □ □ □ □ □

からだや頭を、揺すつたり、リズミカルに動きながら

寝つく(例 :ベッドに頭をぶつけるなど)

[具体的な記入:            ]
□ □ □ □ □

寝つくのに特別な物品、もしくは儀式が必要である

(例 :特別な人形や毛布、指しやぶりなど)

[具体的に記入:            ]
□ □ □ □ □

1ほとんど
いつも

(5～ 7日 ′週 )

2.と きどき

(2～ 4日 /1E)

3まれ

(1日 /週か

それ以下)

4.無い又は
年齢的に当て
はまらない

5.不 明

寝言を言う □ □ □ □ □

おねしょをする □ □ □ □ □

夜泣きをする □ □ □ □ □

眠つたまま落ち着きなく体がよく動く □ □ ロ □ □

眠つたまま歩きだす、行動をする □ □ □ □ □

歯ぎしりをする □ □ □ □ □

眠つている間に体の一部がピクつく □ □ □ □ □

大きないびきをかく □ □ □ □ □

眠つている間に子供の息が止まっているように見える □ □ □ □ □

眠つている間に子供の息が詰まりかけたり、息が荒くな

る           
° □ □ □ □ □

夜中に目を覚ますと、水分か食物をとらないと再び寝つ

けない
□ □ ロ ロ □

夜中に叫び声を上げたり、汗をかいたり、慰めようもない
ほど泣きじゃくつて目を覚ます

□ □ □ □ □

怖い夢を見る □ □ □ □ □

1.ほとんど
いつも

(5～ 7日 /退 )

2.ときどき

(2～4日ノ週)

3.まれ
(1日 /週か
それ以下)

4.無い又は

年齢的に当て
仕士スかLヽ

5.不 明

目が覚めたとき機嫌がわるい □ □ □ □ □

寝床からなかなか起き出せない □ □ □ □ □

はつきり目が覚めるまでに時間がかかる □ □ □ □ □

目覚める時亥1が早過ぎる □ □ □ □ □

朝、食欲がない □ □ □ □ □

1ほとんど
いつも

(5～ 7日 /週 )

2.ときどき

(2～4日 /11)

3.まれ

(1日 /週か

それ以下)

4。 ない又は

年齢的に当て
はまらない

5.不 明

とても眠そうにしている □ □ □ □ □

活動 (食事や遊びなど)している最中にも突然眠つてしま

つ
□ □ □ □ □
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1飢脚弊ぎ
=穴

る轟刻(,Hi灯麒 戦都 だ部灘拙鍵榊朧 臓1醐脚縦賊幕騨翻獅構醐1梱騎島職琳11研ハ珊織‖聯|

午後 ( )時 ( )分 □ 不明

琳希騰 11人る時刻が1■脅早喩蝉 下申1轟‖瀾働0袋球F瀞状性郡甘晋薄は苦4万劇図闇摯鯵諄傲鮮培いま'■漱辮酵|

□ はい     □ いいえ     □ 不明

日 は
,ヽ_p場合 ,__曇本で (    )時間 (    )分 違った

Ⅵ韓樹寝床に入つてから、寝つく著ti麒 :キ駒じでどれだけ時FFl力いヽがりまずか。∵||「 liケ 111薔奮1積II:IIifi11 1∵ ザ球!‖無Ⅷ:

( )時間 (    )分
1時間未満の場合には “(  )

□ 不明

時間"のところに “0"と 記入してください。●
　
● 例 :午後8時 30分頃に寝床に り午後 9時頃に寝つく場合 ―>0時 間30分 )

11

合計 (    )回                  □ 不明

● いつたん寝ついた後から、朝しつかり起きるまでの途中の日覚め回数です。

脚 い0質問でお答えいた地 葬ヽ夜蘭ぬ自算隣わ合計時間厳■φ練3し でヽすねヽま`

合計 ( )時間 ( )分         □ 不明

● 目を覚まさなし 、「0時間 0分Jと 記入してください。

午前 (    )時 (    )分           □ 不明

● 寝床を離れる時刻ではなく、覚醒する時刻です。

合計 (    )回 □ 不明

合計 ( )時間 (    )分          □ 不明

● お昼 をしない場合には、「0時間0分」と記入してくださし

アセスメント票の設間は以上です。タイムスタディデ‐夕の分析等において非常に貴重な
資料となりますので各設間に記入漏れ、誤りがないか再度ご確認ください。

調査にご協力いただき誠にありがとうございました。
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8回社会保障審議会児童部会
会的養護専門委員会提出資料

参考資料 1-4

「平成20年度社会的養護における施設ケアに関する実態調査」

ア セ ス メ ン
(母 子生活支援施設 :

卜調 査 票
就学後児童用)

<ご回答の方法>
1.ご記入に先立ち、説明資料「アセスメント票の記入要領 【就学後児童用】」

を必ずお読みください。

2.本調査票には、 2日 間タイムスタディ調査の対象となつた世帯の就学後の

児童全員の状態をご記入<ださい。

3.「施設 ID(英数字 5桁 )」 及び「母子 ID(数字 3桁)Jは、調査対象母子

一覧表に基づいてご記入ください。

4.ご不明点につきましては下記のコールセンターで受け付けております。お

気軽におFD5い含わせ <ださいますようお願い致 します。

5。 回答が終わりましたら記載内容をご確認の上、貴施設で設定されたスケジ

ュールに合わせて調査事務局までご返送ください。

【コニルセンター】

「平成20年度社会的養護における施設ケアに関する実態調査」調査事務局

(みずほ情報総研)

丁EL:0120T701-181(受 付時F83:98寺 30分～17時 00分 )

FAX:03-5281-5443
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＼

アセスメン ト票 (就学後児童用)

署 | | 1 年
EI]月

1.男  ・       2.女

1.1回 (初 回)2.2回 日 3.3回 目 4.4回 目 5.5回 目以上  6.不 明

1.乳児院    2.児 童養護施設 .3.情緒障害児短期治療施設

4.児童自立支援施設   5.母 子生活支援施設    6.里 親

7_上記以外の児童福祉施設(     ):° その他

     )

1.良好       2.や や問題有り    3.問 題有り     4.判 断困難

場所 1.施設併設 2.施設外

通学先

1.小学校普通学級

4.中学校特別支援学級

7.特別支援学校(中学部)

2 小学校特別支援学級

高等学校

特別支援学校(高等部)

3.中 学校普通学級

6.特男1支援学校 (′1ヽ学部 )

9。 その他 (

5

8
)
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1,実父    2.実 母    3.養 (継 )父  4.養 (継)母  5.祖父   6.祖 母

7.兄弟姉妹  8.義兄弟姉妹 9.伯 (叔 )父  10.伯 (叔 )母  11.里親

12.その他 (                )
2.いない      =「 肛.1対象児童の状態」にお進みください(問 9はとばしてください).

人格障害傾向

アルコール乱用・依存

薬物乱用・依存

子どもへの愛着形成の困難

3.判断困難

統合失調症の疑い

施設の指導に従わない

クレームが多い

長時間の電話や頻回の来園

(ク レーム以外の相談等)

※人¨ 飾 疑いが貼 れる場辞執

※掲わつ傾向が1週間嚇 てヽいる鵬 。

※飲涸こより個事や獅 鐵 ないことがある辮 。
※朧 覚鞠キ虫シンナー、精榊治廃氣 鋪 13o
翻 ・

16で rttE

※かわいいと腱 ない、受容で剖凛 、ヽ鋼開濤

-76-



0.評価対
象外

1.疑い無し 2.やや疑
い有り

3疑い有り 4.確かに

問題有り

5.判断
困難

1.自 開的傾向

(人に対して反応しない、視線が合わない等)

0 1 2 3 4

2.養育者との関係性

(なつかない、過度の反抗、養育者への暴力等)

1 2 4

3.注意欠陥。多動傾向

(落ち着かない、過度の注意散漫等)

1 4

4.反社会的行動傾向

(いじめ、過度なけんか、嘘、性的問題、窃盗等)

0 1 2 4

5.抑うつ傾向

(継続的な落ち込み、食欲不振、自殺念慮等)

0 l 4

6.学習障害傾向

(特異的な読み書き・計算の問題)

0 1

7.物質使用

(アルコール、タバコ、薬物等)

l 5

8.自傷行為

(抜毛、頭打、リストカット、自殺未遂等)

1 4 5

9.集団不適応

(不登校、学校等でのいじめられ、孤立、反抗等)

0 l 2 3 4 5

10.社会的引きこもり

(長期にわたる外出拒否 )

0 ! 2 3 4

,1.排泄問題

(夜尿、遺糞など)

: 2 3 4 3

12.摂食障害傾向

(拒食、過食、異食など)

1 2 3 4 5

13.睡眠問題

(不眠、過眠など)

0 | 2 3 5

14.言語能力の発達遅延・障害 0 1 2 3 5

15,知 的障害 0 ! 4

16.施設内における他児へのいじめ 0 !

17施設内における他児からのいじめ 1 3

日常生活能力の発達 (あてはまる番号 1つにO)
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検査年月日(最新) 西暦_年 ____月 ____日

知能指数 (IQ)

発達指数 (DO)

1.WISC― 皿知能検査    2.田 中ビネー知能検査    3.新 版K式発達検査

4.津森・稲毛乳幼児精神発達検査

6。 その他 ( 
‐

5.遠城寺式乳幼児分析的発達検査法

 ヽ              ゝ

※輔 引邸韓訳湖畔圏撻韓憲螂
轄 ヨ

=直
ウ‐シウ椰警ヨ籠罪積田距繁礎葬罫等辮事

※注意剣孵多轄 、行騰 、園出輝購鵬増洋

ス臨 記‖布巌ヨ呻曜雲分離7彗郡
=議

辰

"5↑

生愛着出警象
解躙幽購象転澳脚囀禁そ硼

―※わ つ病性障害、気分菱到螂蔚婁疇

※闘釧磨、排泄障害、選則朧熙 常同運動障害、性
障害及び性同一障害、睡田障害、人相障害、統合失
航 その他の時

1.無し

2.有り (以下にも回答してください)

※記入要領参照 ※記入要領参照

1.有り  2.無 し

1.有り  2.無 し

1.確定診断有リ

その他の精神障害 2.疑い有り
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身体障害者手帳 1.所持(1級 ) 2.所持(2級 )

3.所持

(3～ 6級)

4.未判定

(申請中)

5.無し

療育手帳(知的障害者福祉手帳) 1.所持(重度) 2.所持(中度)

3.所持

(軽度)

4.未判定
｀
(申請中)

5.無し

精神障害者保健福祉手帳 1.所持(1級 ) 2.所持(2級)

3.所持

(3～ 6級)

4.未判定

(申 請中)
5.無 し

自脚 球 つて異なります力く、ここでは所持している場調二はl

創ま躍醜コに含めてください。

1.アルノ`イトをしている       2.アルノ`イトをしていない        3.ア ル′くイト先を探している

1.進学        2就 職        3.そ の他 (         ) 4.未 定
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